
2024年2月16日 第33回石西礁湖自然再生協議会

石西礁湖サンゴ群集修復試験(2020-2024)

令和５年度の実施状況の報告
あ

① 試験の実施概要、幼生供給拠点整備の考え方
あ

② 実施状況の映像（幼生収集による種苗生産の流れ）
あ

③ 種苗の生残状況の例 等

環境省沖縄奄美自然環境事務所
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環境省自然再生事業 ～新たなサンゴ修復事業～

白化現象から守る

※そのほか、水温の低い
深場への移動の検討
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➡初年度は基礎的なデータ取得・計画策定、海域試験３年目（2023年度）

有性生殖による種苗生産
➡次世代の再生産につながる

種苗が
成⻑

岩盤の藻類を掃除
➡幼生の加入を促進



幼生供給拠点の整備の考え方

2

R4は対象外

R4は対象外

幼生収集装置での採卵〜受精〜幼生収集

生残率の高い着床具を⽤いた種苗⼤量生産
（遺伝的に多様な有性生殖のサンゴ種苗）

人工幼生供給拠点の整備

すべて海域で
完結

コスト低減
(規模拡大 可能）

人工幼生供給拠点︓
同種を集約的に配置
同調産卵し、受精率が高い

⾃然界︓
同種の距離が遠く、受精率が低い
➔ ⾃律的な回復⼒が低下

サンゴバンドル
(卵・精⼦)を
収集

幼生収集装置

種苗生産
〜育成

飛躍的に 幼生供給効率 が向上

バンドル
収集

接続ホース

接続ホース

イラスト出典：気候変動適応情報プラットフォーム

供給拠点の幼生供給効率
天然よりも最大1,400倍高い
との試算
(zayasu & Suzuki 2018)

白化
対策



R4は対象外

R4は対象外

崎枝湾：種苗生産

スカート部

装置
本体

接続ホース

稚サンゴ

角筒型着床具
を吊り下げ 着床具を装置内

へ収容
着床具（種苗）の装置
内からの取り出し

スカート部内

ホース接続部

浮力体の状況

一部の種苗の着生状況を観察

産卵（スカート部内）

種苗生産数︓約7,000個/年
試験対象種︓※養殖サンゴ
R3）ウスエダミドリイシ
R4,R5）ヤングミドリイシ

幼生収集による種苗生産の実施状況

着床具の運搬状況

着床具の設置状況
（4架台/地点）

バンドル
収集〜
幼生飼育
100万個

装置水面部

養殖サンゴ

水面の卵

50個/網袋
約8層 吊り下げ

幼生供給拠点整備試験
７地点程度
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種苗の生残状況の例
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R4試験の幼生供給拠点の候補地点（8海域）
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R4試験対象種（ヤングミドリイシ）の着生維持率の推移

• 6ヶ月後には、E-7-2で50%以上と最も高く、次いでA-7、B-4、E-7、F-6で35～40%程度であった。

• 1年後には、B-4、E-7_2、F-6で30%程度を維持し、A-7、A-7_2、F-6_2は20%以下と相対的に低かった。

注） 天然加入したそ
の他のミドリイシ属が
わずかに含まれる可
能性あり
➔ 群体が小さく

判別困難

平均：33.4%

平均：23.6%

調査月： R 4年12月

調査月： R 5年6月

概算種苗数：
2,350個

概算種苗数：
1,660個

モニタリング数：
10%（88個/地点）

モニタリング数：

50%（440個/地点）

ミドリイシ

ミドリイシ

「着生維持率」の定義
1群体以上の着生が見られる
着床具の割合
→ 「種苗」 としての割合

1群体以上の着生がみられる着床具

R4生産種苗の
1年後モニタリング
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R4生産種苗の
1年後モニタリング 生残状況（ヤングミドリイシ）

生残状況（ハナヤサイサンゴ科）モニタリング状況生残状況（ミドリイシ属）

生残状況（ヤングミドリイシ）生残状況（ウスエダミドリイシ）

生残状況（ウスエダミドリイシ）

間引き状況

R3生産種苗
2年後のモニタリング、間引き

25種苗/架台
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異常高水温時の対策試験 進捗
＜遮光試験＞
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S28
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連続観測：8/22-9/2
鉛直観測：8/29-31

S28
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２０２２年 高水温時

完全
白化

白化
初期

＜遮光試験（水槽実験＞

＜回避場所の探索＞

日本サンゴ礁学会で報告

R４： 第25回大会 in石垣

R５： 第26回大会 in仙台

得られた
知見

遮光なし

R3～5試験： 30～40％程度

の遮光性能を確認

1ヶ月程度、白化の進行
を遅らせる効果を確認

1～2℃低い

地点を確認


